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沿革と組織の概要 

病院病理部と病因病理学専攻人体病理学・病理

診断学分野（＊）は、一つのユニットとして機能

し、東大病院の病理診断業務（剖検・病理診断）

と、人体病理の教育、研究に当たっている。 

平成 25年度より「遠隔病理診断・地域連携推

進センター」を立ち上げた。さらに病理診断科を

開設し、病理外来を開始し、佐々木准教授が乳が

ん患者に病理診断の説明を行っている。 

平成 26 年度よりゲノム医学の進歩を臨床の場

に積極的に応用することを目的に、バイオバン

ク・ジャパンの一環として東大病理部に「ゲノム

病 理 標 準 化 セ ン タ ー 」 を 設 置 し た

（http://genome-project.jp/）。病理組織検体バン

キングのための基礎研究とともに、医師、技師を

対象に、「病理組織検体取扱講習会―ゲノム医療実

現のための病理標準化センター講習会―」を開催

している（佐々木准教授、森川准教授、教室国田

助教）。平成 28年度末からゲノム医療研究プロジ

ェクトとして、がんのクリニカルシーケンシング

の実装に向け「臨床ゲノムカンファランス」がス

タートした（研究代表間野博行教授）（牛久准教授、

牛久綾講師）。 

また、日本病理学会による「AI等の利活用を見

据えた病理組織デジタル画像（P-WSI）の収集基

盤整備と病理支援システム開発」に協力し、人工

知能による病理診断補助システムの開発に取り組

む予定である。 

 

診療（病理診断・剖検） 

平成 28年度は、組織 17,101（検体数 23,906）

件、細胞診 17,781 件（検体数 22,388）、迅速診
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断 795件、迅速細胞診 391件、院内剖検 55例（剖

検率 17.7%）、受託剖検 1例であった。 

手術症例については、以下のカンファランスを

行っている（カッコ内は責任スタッフ名）。呼吸

器外科（牛久綾講師、森田助教）、肝臓・胆膵（牛

久准教授、田中麻里子、林助教）、肝転移（阿部

助教）、泌尿器（森川准教授）、婦人科（池村講

師、新谷助教）、乳腺（池村講師、佐々木准教授）、

整形外科（牛久准教授、田中淳助教）。生検につ

いて臨床各科と定期的にカンファランスを行って

いる臓器は、腎臓（新谷助教、林助教）、皮膚（田

中麻里子助教）である 

我々の業務上の目標は、正確な診断を可能な限

り早く臨床に提供することである。また、報告書、

スライドのレビューを全例について行い、確実な

診断を保証するため、継続的に努力している。 

バーチャルスライド・スキャナーを用い、すべ

ての生検標本をデジタル情報として保存し、診断

時に参照できるようにしている。 

病理解剖に関しては，全例について毎週月曜日

に臨床・病理所見を検討し、また毎月 1 回、2 症

例について病院 CPCを実施している。 

 

教 育 

M2を対象に系統病理学講義、実習を行ってい

る。ベッドサイドラーニング（BSL）は M4を対

象に行っている。エレクティヴ・クリニカル・ク

ラークシップでは、4名の学生を受け入れた。  

卒後臨床研修制度で各研修医に義務付けられ

ている CPCレポートの指導を行った。CPCスラ

イドのダイジェスト版を院内に公開しており（新

谷、林助教）、また、臨床研修医が自ら問題を解決

して、CPC の内容を理解できるよう、CPC 

e-learningコースを作成している（池村講師）。 

また、研修二年目のプログラムとして、平成 28

年度には 8 名の研修医（延べ 31 ヶ月）を病理部

に受け入れた。 

研 究 

佐々木准教授を中心に遠隔病理診断の信頼性、

有用性に関する実証研究を進めている。厚生労働

科学研究費「病理デジタル画像・人工知能技術を

用いた、病理画像認識による術中迅速・ダブルチ

ェック・希少がん等病理診断支援ツールの開発

（代表佐々木）」の実施、ならびに「Deep 

Learning 技術を用いた腎生検病理画像の自動分

類による病理診断の効率化と診断補助に関する

研究（代表大江和彦教授）」への協力など、人工

知能を活用した病理診断補助システム開発を進

めている。 

病理解剖を補助する手段として、オートプシー

補助 CT室に設置した CT装置を用い死後画像を

撮影し、画像所見と病理解剖結果を対比し、病態

理解の向上に役立てるべく検討を行っている（新

谷助教・阿部助教）（人体病理学：文献 25, 35）。 

臨床各科とのカンファランスを基に、腫瘍性疾

患の概念整理、病理形態学的解析に取り組んでい

る。肝胆膵外科、上部消化管外科の in vivo 

imaging などを取り入れた技術開発に協力して

いる（人体病理学：文献 27）。 

宮川特任助教（病理部）は放射線の健康影響に

係る研究調査事業を主たる業務としている（人体

病理学：文献 17）。 
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